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群
馬
県
給
食
協
同
組
合
連
合
会
（
横

山
順
一
会
長
）
は
、
６
月
16
日
、
渋
川

市
・
ホ
テ
ル
木
暮
に
お
い
て
第
46
回
通

常
総
会
・
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
横
山
会
長
を
議
長

に
議
案
の
審
議
を
行
い
、
事
業
報
告
・

決
算
、
事
業
計
画
・
収
支
予
算
、
経
費

の
賦
課
・
徴
収
方
法
、
借
入
金
残
高
の

最
高
限
度
、
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
満

場
一
致
で
原
案
通
り
可
決
承
認
・
決
定

し
た
。

　

通
常
総
会
終
了
後
、「
食
品
製
造
業
に

お
け
る
ク
レ
ー
マ
ー
対
策
」
を
テ
ー
マ

に
、
ゆ
あ
ー
ず
行
政
書
士
事
務
所
代

表
・
森
本
哲
氏
を
講
師
に
迎
え
、
研
修

会
を
行
っ
た
。

　

森
本
氏
は
、
行
き
過
ぎ
た
お
客
様
第

一
主
義
に
よ
り
、「
一
億
総
ク
レ
ー
マ
ー

時
代
」
が
到
来
し
て
お
り
、
不
当
な
要

求
で
利
益
・
厚
遇
を
得
よ
う
と
す
る
モ

ン
ス
タ
ー
ク
レ
ー
マ
ー
が
増
加
し
て
い

る
現
状
に
つ
い
て
説
明
。　

　

次
に
、
ク
レ
ー
マ
ー
対
策
の
「
さ
し

す
せ
そ
」
を
紹
介
。
具
体
的
に
、「
さ
・

最
善
を
尽
く
す
」、「
し
・
知
っ
た
か
ぶ

り
を
し
な
い
」、「
す
・
素
早
く
対
応
」、

「
せ
・
誠
意
を
持
っ
て
」、「
そ
・
即
時
報

告
」
の
５
項
目
を
挙
げ
、
担
当
者
は
謙

虚
な
姿
勢
を
持
ち
な
が
ら
対
応
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
解
説
し
た
。

　

最
後
に
、「
ク
レ
ー
マ
ー
の
多
く
は
、

自
ら
の
行
為
が
一
歩
間
違
え
ば
犯
罪
と

な
る
こ
と
を
理
解
し
て
お
り
、
長
引
け

ば
長
引
く
ほ
ど
不
利
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。ク
レ
ー
マ
ー
対
策
に
お
い
て
は
、

あ
せ
ら
ず
・
恐
れ
ず
・
冷
静
に
話
し
合

い
で
解
決
す
る
態
度
を
示
し
、
ひ
る
ま

ず
、
堂
々
と
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

研
修
会
終
了
後
に
行
っ
た
懇
親
会
に

は
、
多
数
の
関
連
業
者
も
参
加
し
た
。

横
山
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
中
央
会
小

林
専
務
理
事
が
来
賓
挨
拶
を
行
い
、
永

崎
理
事
の
乾
杯
で
開
宴
。
相
互
の
懇
親
・

懇
談
が
図
ら
れ
る
中
、
保
々
理
事
の
中

締
め
で
盛
会
裡
に
終
了
と
な
っ
た
。
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